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This report describes the I dar system for upper atmosphere observations,which was set

up aも　Shinshu University (Nagano-shi, 36040sN, 138012'E).

1､　はじめに

審学部憎轡工学科の屋上に設置したライダー

システムは､対流圏上部から中間圏までの高層

大気の観測を目的としている｡本システムは､

大気変動のト　レーサとなる中間圏ナトリウム原

子層と近年問題となっている成層圏､対流圏オ

ゾン層を観測対象としている｡　このうちオゾン

観測周ライダーシステムは製作中である為､家

相薯では現在稼勤しているナトリウム観測用ラ

イダーシステムについて報告する｡

2､観測システム

ライダーシステムの構成図をFig.1に示す｡

送信系は同軸型フラッシュランプ励起色素レ-

ザを基寒としている｡波長同調と狭帯域化は3枚

のプリズムと温度コントロールきれた2枚のユタ

ロン板(0.25　mm　4.0　m)で行われる｡レ-ザ光

のナトリウムD2線への同調のモニターは､回折

分光器とプアブリペロー干渉計によって行われ

る｡　またレ-ザ光の出力エネルギーはパワーメ

-タによ　りモニターされている｡

受信系には直径Imのニュートン型望遠鏡を用

い､光計測には光子計数法とアナログ計測法を

周いる予定である(現在のシステムは光子計数

法のみである)｡ナトリウム原子層および大気

からの散乱光を受信望遠鏡で受け､光電子増倍

管(PMT. R943-02)で光電変換する｡光子計数法

では､その信号をDISC.AMP.で波高弁別し増幅し

て､マルチ予やジネルカウンタで光子計数する｡

アナログ計測法では､光電変換きれた信号を

AMP.で増幅早A/D変換器((150-E)でディジタ
ル信号に変えている｡リアルタイム処理及びデ

ータの格納はコンピュータ(PC-9801)で行う｡
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Tab一e 1 Performances of lider system

set up at Shinshu Univ｡
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処理ソフトは､処理速度の向上および以後の大

型計算機による解析との互換性を考慮して､

MS-DOS上においてC言語を用いて作成されてい

る｡ライダーシステムの性能をTable lに示す｡

3､観測例

1990年12月11日　2:00-2:16　のリアルタイムデ

ータを観測例としてFig.2, Fig.3に示す｡観測

は距離分解能Ikm,繰り返し0.2H2で行い､ 100シ

ョット積算　を行った｡これらの図は距離自乗

補正し泡Aスコープであり､それぞれ受信信号強

皮(カウント数×距離自乗)をFig.2では対数､

Fi名.3ではリニアで示している｡高度80-100km付

近にナトリウム原子層からの共鳴散乱信号が得

られ､高度15-40k両寸近には大気分子によるレ-

リー散乱信号が得られている｡　しかし､それ以

下の高度(0-15km)では散乱光が強すぎて光子計

数が不可能となっている｡これらの結果から､

ナトリウム原子層のピーク付近では十分なSNR

(>10)が得られている｡

亀､解析の流れ

Fi名.4に解析の流れを示す｡一次データを加工

してナトリウム層の高度分布と気柱密度の夜間

変化を算出して二次データベースとする｡その

データを二次加工して季節変化を調べると共に

スペクトル解析を行い大気波動活動や擾乱を調

^e

Fig.4, F一ow chart of analysis
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5､　おわりに

ここでは本学部に設置した中間圏ナトリウム

原子層の観測システムについて詳しく稚告を行

った｡そして観測結果から十分なSNRでナトリウ

ム原子層の高度分布を測定できることが示され

た｡本システムにより準定常的な観測を行って

きたが､これらの観測データからナトリウム原

子密度や大気波動についての解析処理が可能と

なる｡この且年間(1990年2月-1991年3月)の

観測データに基づく解析結果については口頭発

表日にて行う｡
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